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概要概要

ＶＥＲＡ観測システムの現状ＶＥＲＡ観測システムの現状

ＶＥＲＡ観測システムにおける今後の課題ＶＥＲＡ観測システムにおける今後の課題

アンテナアンテナ

フィドームの撥水塗装フィドームの撥水塗装

背面結合放射の遮断背面結合放射の遮断

受信系受信系

ＩｎＰＩｎＰ ＭＭＩＣ増幅器ＭＭＩＣ増幅器

２偏波受信２偏波受信

データの記録システムデータの記録システム

日韓共同開発中のソウル相関器日韓共同開発中のソウル相関器



望遠鏡性能望遠鏡性能

ＫバンドＫバンド ＱバンドＱバンド

開口効率開口効率 ４７．６％４７．６％ ４０．４％４０．４％

受信機雑音温度受信機雑音温度 ３９±８ Ｋ ８１±７ Ｋ



障害発生状況障害発生状況

アンテナアンテナ
TSUTSUクロックフォールトクロックフォールト

ジャッキ駆動系（接触警報システムの誤動作等）ジャッキ駆動系（接触警報システムの誤動作等）

視野回転台のヘリウム巻取りホースの漏洩視野回転台のヘリウム巻取りホースの漏洩

受信機受信機
Ｑバンドローカル発振器のアンロックＱバンドローカル発振器のアンロック

ステップアッテネータの動作不良（修理済み）ステップアッテネータの動作不良（修理済み）

磁気記録装置磁気記録装置
長手トラックの記録ミス長手トラックの記録ミス

テープの巻き取り異常（輸送時のトラブル発生）テープの巻き取り異常（輸送時のトラブル発生）

記録監視システムが稼動を開始記録監視システムが稼動を開始



ＶＥＲＡ観測システムの今後ＶＥＲＡ観測システムの今後

開発の現状開発の現状



アンテナ系の今後アンテナ系の今後

コントラスト、BWバランスを調整し水滴を強調

（撮影：０４年６月２６日１１：００、川口）

フィドーム外膜に撥水塗装？

下塗り無しで撥水塗装を行い、
撥水効果の保持時間を調査



アンテナ背面結合雑音アンテナ背面結合雑音

約２０－３０Ｋの雑音上昇をもたらしている。約２０－３０Ｋの雑音上昇をもたらしている。

那須球面鏡の主鏡周辺にブロッキングシー那須球面鏡の主鏡周辺にブロッキングシー
ルドを設置するらしい。ルドを設置するらしい。



４３ＧＨｚ帯ＩｎＰ４３ＧＨｚ帯ＩｎＰ//ＭＭＩＣＭＭＩＣ

雑音温度雑音温度 ～２０Ｋ～２０Ｋ
（現状は５０Ｋ）（現状は５０Ｋ）

利得利得 ～２０ｄＢ～２０ｄＢ
（アンプモジュールには２個組（アンプモジュールには２個組
み込み）み込み）

最小安定係数最小安定係数 1.4@371.4@37GHzGHz
コプレーナ線路と導波管の接コプレーナ線路と導波管の接
続が課題続が課題

２００８年２月末に完成予定２００８年２月末に完成予定



VERAVERA２２偏波化の基本方針偏波化の基本方針

１ビームのみ２偏波化する１ビームのみ２偏波化する
22/43 22/43 GHzGHz帯増幅器モジュールを４個づつ製作帯増幅器モジュールを４個づつ製作

2222GHzGHz帯：帯：ISASISAS開発中の開発中のGaAs/MMICGaAs/MMICを使用を使用

4343GHzGHz帯：帯：NAOJNAOJ開発中の開発中のInP/MMICInP/MMICを使用を使用

２００８２００８,, ２００９年度２００９年度

２ｃｈ２ｃｈD/C (K,Q)D/C (K,Q)を開発を開発
２００８、２００９年度２００８、２００９年度

ＶＥＲＡ４局の１ビームに搭載ＶＥＲＡ４局の１ビームに搭載
２０１０年度のメンテナンス時に組み込む２０１０年度のメンテナンス時に組み込む

ＡＤ変換器、デジタルデータ伝送系は２ビームと共用ＡＤ変換器、デジタルデータ伝送系は２ビームと共用
２ビーム観測と２偏波観測を切り替える２ビーム観測と２偏波観測を切り替える



観測データの記録観測データの記録

２０１５２０１５年で磁気テープ記録は終了する年で磁気テープ記録は終了する

ＶＥＲＡでのＤＩＲ－２０００運用は２０１５年までＶＥＲＡでのＤＩＲ－２０００運用は２０１５年まで

磁気テープ装置は磁気記録装置に逐次変更磁気テープ装置は磁気記録装置に逐次変更

２０１５年からの観測データの記録２０１５年からの観測データの記録

磁気ディスク記録をベースライン磁気ディスク記録をベースライン

半導体メモリへの記録も検討を進める半導体メモリへの記録も検討を進める

磁気テープ磁気テープ 磁気ディスク磁気ディスク11 磁気ディスク磁気ディスク22

容量容量 600 600 GB/GB/巻巻 3 3 TB/12DiskTB/12Disk 12 TB/12Disk12 TB/12Disk
9.5 kg9.5 kg

2020
重量重量 1.4 1.4 kgkg 9.5 9.5 kgkg

等価テープ本数等価テープ本数 11 55



ファンテックファンテック FDRFDR--10001000

3 TB(250GB*12)
9.5 kg

今年度末より水沢ー三鷹間で
データ輸送試験を開始する予定



ソウル相関器ソウル相関器

相関器本体：韓国が開発中（相関器本体：韓国が開発中（KJJVC)KJJVC)
入力バッファ部：日本が開発中入力バッファ部：日本が開発中

((RVDB)RVDB)



RVDBRVDB入出力部（ＤＩＯ）入出力部（ＤＩＯ）

４ｃｈ入出力／ユニット４ｃｈ入出力／ユニット

入力ポート（入力ポート（DD--portport））
VSIVSI--HH規格規格

PP--datadata時刻符号入力時刻符号入力

20482048Mbps, maximumMbps, maximum

出力ポート（出力ポート（CC--portport））
VSIVSI--HH規格規格

QQ--datadata時刻符号出力時刻符号出力

20482048Mbps, nominalMbps, nominal



RVDBRVDBディスクバッファ部（ＤＤＢ）ディスクバッファ部（ＤＤＢ）

ＤＩＯ１ユニットあたり４台のＤＩＯ１ユニットあたり４台の
ＤＤＢユニットＤＤＢユニット

データ容量データ容量 30 30 TBTB
（４（４ユニット）ユニット）

１１システムで４局分システムで４局分

局あたり１６時間分格納局あたり１６時間分格納
８時間分を格納中に８時間分８時間分を格納中に８時間分
を再生相関処理を再生相関処理

ＤＩＯユニットとはＤＩＯユニットとは1010GbEGbEで接で接
続される（光ファイバ）続される（光ファイバ）

汎用１０ＧｂＥスイッチを使用汎用１０ＧｂＥスイッチを使用



工場試験風景と今後の課題工場試験風景と今後の課題

２ビット拡張機能２ビット拡張機能

ＶＳＯＰ２用に機能追加ＶＳＯＰ２用に機能追加

ディスクドライブの大容ディスクドライブの大容
量化量化

１ＴＢディスクでの動作試１ＴＢディスクでの動作試
験に成功験に成功

ＶＳＩ入力におけるストＶＳＩ入力におけるスト
リーム分離記録機能リーム分離記録機能

ＶＳＯＰ２の偏波処理で必ＶＳＯＰ２の偏波処理で必
須須



Dual Polarization ProcessingDual Polarization Processing

# 0# 0ff
StnsStns

# 0# 0ff
CorrCorr

Time Time 
for for 
RECREC

Time Time 
for for 
PBPB

# # of of 
corrcorr. . 
pathpath

Time for Time for 
CORCOR

Correlator Correlator 
TimeTime

Correlator Duty Correlator Duty 
Factor for 8H/Day Factor for 8H/Day 
Observation (%)Observation (%)

0.50.5 1717

2828

5050

0.750.75

1.51.5

88 1616 0.50.5 0.250.25 11 0.250.25

1212 2424 0.750.75 0.250.25 33 0.750.75

1616 3232 11 0.250.25 66 1.51.5

(1) Each station produces RHCP and LHCP records.
(2) Each station records the data at a rate of 1-Gbps.
(3) Dual polarization data are processed as  two independent 

stations.
(4) 16 playing back machines are available for MK-V, DIR-2K 

in total.

The number of Time  in the Table indicates a ratio against a real-time. 



相関装置本体に関する検討相関装置本体に関する検討

ＶＳＯＰ２の偏波相関処理ＶＳＯＰ２の偏波相関処理
ＲＶＤＢへのＲ／Ｌ分離記録ＲＶＤＢへのＲ／Ｌ分離記録

各偏波は５１２Ｍｂｐｓ記録と等価各偏波は５１２Ｍｂｐｓ記録と等価

各偏波を２Ｇｂｐｓ再生することで４倍速を達成する各偏波を２Ｇｂｐｓ再生することで４倍速を達成する

フリンジ回転における近似関数と時間精度フリンジ回転における近似関数と時間精度
８レベル（３ビット）近似の振幅精度８レベル（３ビット）近似の振幅精度

１６サンプル時間の時間精度１６サンプル時間の時間精度

２５６ｋ点フーリエ変換アルゴリズム２５６ｋ点フーリエ変換アルゴリズム
１Ｋ点１Ｋ点FFTFFT→→４点４点××２６６の周波数分割→４点２６６の周波数分割→４点IFFTIFFT
→→２５６並列１Ｋ点ＦＦＴ２５６並列１Ｋ点ＦＦＴ

上記ＦＦＸ方式（上記ＦＦＸ方式（IguchiIguchi他、他、20072007）の導入妥当性）の導入妥当性



まとめまとめ

ＶＥＲＡ観測システムは障害が発生しつつも順調にＶＥＲＡ観測システムは障害が発生しつつも順調に
稼動している稼動している

観測システムの高度化に向けた技術開発観測システムの高度化に向けた技術開発
新フィドーム材料の選定（上野）新フィドーム材料の選定（上野）

ＤＩＲ－１０００をベースマシンにして２０００テープの再生ＤＩＲ－１０００をベースマシンにして２０００テープの再生
（ソウル相関器のＶＥＲＡ観測データの再生に必要）（ソウル相関器のＶＥＲＡ観測データの再生に必要）

ＦＸ代替えソフトア相関器（木村、小山）ＦＸ代替えソフトア相関器（木村、小山）

ＩｎＰ低雑音増幅器ＩｎＰ低雑音増幅器

ディスクデータ記録システム（ファンテックディスクデータ記録システム（ファンテックFDRFDR--10001000））

ソウル相関器の開発ソウル相関器の開発
２００９年度の稼動を目指して開発中２００９年度の稼動を目指して開発中
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